
http://www.anzenkai.org/　　 富山県PTA親子安全会

富山市舟橋北町7-1 富山県教育文化会館内 TEL（076）433-2094 FAX（076）433-2096 E-mail anzenkai@ch.mbn.or.jp

（１）　第52号 平成28年７月８日

ご
あ
い
さ
つ

理
事
長
　
松
嶋
　
浩
二

て
発
足
以
来
、
長
い
歴
史
の

中
で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
青
少
年
教

育
団
体
共
済
法
に
則
っ
た
公

益
財
団
法
人
と
し
て
、
今
日

に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

設
立
当
初
か
ら
の
基
本
理

念
で
あ
る
「
一
人
は
み
ん
な

の
た
め
に
、
み
ん
な
は
一
人

の
た
め
に
」
の
会
員
相
互
扶

助
の
精
神
の
も
と
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
中
に
、
万
が
一
災
害
に

あ
わ
れ
た
場
合
の
見
舞
金
の

給
付
を
は
じ
め
、
講
演
会
や

安
全
教
育
研
修
会
の
開
催
、

就
学
奨
励
金
の
給
付
、
視
聴

覚
教
材
の
貸
し
出
し
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
に
入
っ
て
か
ら
も
心

痛
む
事
故
が
各
地
で
相
次
い

で
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
事

故
が
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
中
に
起
こ

ら
な
い
こ
と
を
願
う
と
と
も

に
、
会
員
の
皆
様
が
安
心
し

て
日
々
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
邁

進
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

役
員
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理

解
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

子
供
た
ち
が
い
つ
ま
で
も

笑
顔
で
い
ら
れ
る
こ
と
を
心

か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

当
財
団

は
昭
和
五

四
年
に
互

助
会
と
し

　PTA活動中に発生した災
害（往復途中を含む）に医療
見舞金・後遺障害見舞金・死
亡弔慰金を給付しています。

　PTA活動中の災害で会長
が責任を問われ、損害賠償金
請求を受けた場合に対応して
います。

　また、会員以外の災害にも対応しています。

★医療見舞金（災害発生から30日以内に報告）
　◦疾病分類表により�………………………5,000円〜70,000円
　◦内科的疾患（PTA活動に起因）�…保護者、教職員など7,000円
  �  　…児童・生徒など 　5,000円
　※入院見舞金（別途給付）�……………………………10,000円
★後遺障害見舞金（等級判定）
� …………（１４級）75,000円〜（１級）1,425,000円
★死亡弔慰金（災害発生から180日以内）�………最高額500万円
※同一事業内事故の見舞金総額は、3,000万円を限度として給付

★ゲストティーチャー・学校支援ボランティア・学校安全パト
ロール隊・子ども110番の家に関する災害への特別見舞金
� 　…………………一律10,000円

　法律上の損害賠償責任に基づき被害者に支払う治療関係費、
休業補償費、慰謝料、修理費、裁判費用、弁護士費用などもお
支払いします。
★身体障害₁名� …………5,000万円まで（₁事故 ₅億円まで）
★財物賠償₁事故 ………1,000万円まで　　　
★免責額も補てんします。

親子安全会では、判定委員会を設けて疾病分類表及び後遺障
害給付基準に基づき給付を決定しています。

※PTA会長自身が被った損害や事故等、損害賠償保険対象
外の事故については、特別見舞金（上限5万円）を給付し
ています。
　PTA活動中の災害発生に対するPTA会長さんの不安が
少しでも解消できればと設けている制度です。

奨励生の申請は年間を通して受け付けています。
申請は学校長の推薦が必要です。

　学費の支払が困難な児童・生徒さん
に就学奨励金を給付しています。

会員の死亡に際しては香典を給付しています。

★小学校奨励生……年額２４,000円（若干名）
★中学校奨励生……年額３６,000円（若干名）

★児童・生徒、保護者、教職員の死亡　香典10,000円 返済の必要はありません。

親子安全会はＰＴＡの活動を応援しています！
主 な 事 業 内 容

※１ ※₃

※₂

※₄

PTA活動中の災害に関係なく、病気・
事故等の死亡すべてに給付します。

一人はみんなのために、みんなは一人のために一人はみんなのために、みんなは一人のために



PTAおやこあんぜん会

※再生紙を使用しています。

（２）　第52号平成28年７月８日

編
集
後
記

編
集
後
記

　

今
年
は
、
悪
い
意
味
で
ス
ポ
ー

ツ
選
手
・
政
治
家
の
話
題
が
中
心

に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
選

ば
れ
た
代
表
者
で
あ
り
、
本
来
、

規
範
と
な
る
べ
き
人
た
ち
が
問
題

を
お
こ
し
、
普
通
の
人
と
の
感
覚

評 議 員　津嶋　春秋（学識経験者）
　 〃 　　藤井　保壽（学識経験者）
　 〃 　　横山　　栄（学識経験者）
　 〃 　　山本　英介（学識経験者）
　 〃 　　河田　悦子（学識経験者）
理 事 長　松嶋　浩二（高岡地区）
常務理事　和田　　弘（富山地区）
　 〃 　　山本　　均（南砺地区）
判定委員長・理事
　　　　　中田　恭敏（学識経験者）
経理担当理事　能澤　英樹（黒部地区）
理　　事　米屋　慎一（県Ｐ連代表）
　 〃 　　高田　昭彦（県小学校長会代表）
　 〃 　　塩苅　裕之（県中学校長会代表）
　 〃 　　藤井　裕久（学識経験者）
　 〃 　　濵藤　浩人（学識経験者）
　 〃 　　松本　俊行（朝日地区）
　 〃 　　高村　博明（入善地区）
　 〃 　　岡島　弓悦（魚津地区）
　 〃 　　石倉　昌典（滑川地区）
　 〃 　　久我奈美子（上市地区）

理　　事　大辻　知朗（立山地区）
　 〃 　　河上　仁栄（富山地区）
　 〃 　　吉川　満博（富山地区）
　 〃 　　松浦　惠美（富山地区）
　 〃 　　矢野　　潤（射水地区）
　 〃 　　本江　　学（高岡地区）
　 〃 　　越田　喜規（氷見地区）
　 〃 　　黒田　順郎（小矢部地区）
　 〃 　　井澤　伸生（砺波地区）
監　　事　津本　虎雄（税理士）
　 〃 　　蓮池　泰洋（学識経験者）
判定委員長　中田　恭敏（学識経験者）
判定委員　藤井　保壽（医師）
　 〃 　　横山　　栄（学識経験者）
　 〃 　　川高　正嗣（県小学校長会代表）
　 〃 　　青山　寿夫（県中学校長会代表）
　 〃 　　牧田　中庸（魚津ブロック）
　 〃 　　八木　和子（富山ブロック）
　 〃 　　島田　雅康（高岡ブロック）
　 〃 　　鷲　　　司（砺波ブロック）

◦
共
済
金
の
給
付　
※
１

◦
就
学
奨
励
金
の
給
付　
※
₂

◦
安
全
教
育
研
修
会
の
開
催（
三
年
で
県
内
一
巡
）

　
〈
今
年
度
〉

　
　

8
／
19　

砺
波
地
区

　
　

10
／
6　

朝
日
・
入
善
・
黒
部
・
魚
津
地
区

　
　

11
／
17　

氷
見
地
区

◦
講
演
会
の
開
催

◦
会
報
の
発
行
（
年
三
回
）

◦
啓
発
案
内
書
の
発
行

（
事
業
報
告
書
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
）

◦
視
聴
覚
教
材
の
貸
出
し（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
ビ
デ
オ
）

◦
損
害
賠
償
保
険
の
給
付　
※
₃

◦
香
典
の
給
付　
※
₄

　
※
印
の
詳
細
は
１
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

平
成
二
十
八
年
度

事
業
内
容

貸
出
し
に
つ
い
て

　

学
級
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
親
子
活
動
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
又
は
団
体
の
代
表
者
名
で
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

　

申
込
書
や
そ
の
他
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
ビ
デ
オ
の
詳
細
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

・
貸
出
し
料
金　

無
料

・
貸
出
し
期
間　

一
週
間

・
送
料
も
安
全
会
が
負
担

貸
出
し
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
紹
介

本
年
度
3
作
品
を
購
入
し
ま
し
た

●

防
災
教
育
Ｄ
Ｖ
Ｄ

（
地
震
、
津
波
、
台
風
、
雷
、
た
つ
ま

き
、
雪
害
、
火
山
か
ら
身
を
守
れ
）

●

自
転
車
交
通
安
全
Ｄ
Ｖ
Ｄ

（
道
路
交
通
法
改
正
に
も
対
応
、
自
転

車
事
故
を
な
く
す
た
め
に
）

〈
小
学
生
向
け
〉

　
サ
ヤ
カ
と
自
転
車
と
の
約
束

～
守
ろ
う
！　

自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
～　
　

�

（
18
分
）

〈
中
高
校
生
向
け
〉

　「
知
ら
な
か
っ
た
」で
は　

す
ま
さ
れ
な
い　
　

　
中
学
生
・
高
校
生
の
た
め
の

　
　
　
　
　
自
転
車
交
通
ル
ー
ル

�

（
19
分
）

〈
小
学
生
向
け
〉

　

災
害
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ

　
　
と
っ
さ
の
判
断
！　

君
な
ら
ど
う
す
る
？

�

（
11
の
コ
ン
テ
ン
ツ
が
収
録
）

新

●●●●●●●●●平 成 2８ 年 度 役 員 紹 介

期日 　平成２８年１１月２６日㈯
場所 　富山県民会館 ホール
講師 　女優
　　　 戸板女子短期大学客員教授

　　　　菊池　桃子 氏
内容 　「次代を生きる子どもたちのために
� 親が知っておくべきこと」

講演会の開催

災害や事故から、自分の身を守りましょう！
そのためには○○○が必要です！

平
成
二
十
八
年
度

事
業
内
容

の
ズ
レ
が
際
立
っ
て
い
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。

　

改
め
て
自
分
を
見
つ
め
な
お
し

て
み
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
ら
を
反
面

教
師
と
し
、
確
固
た
る
信
念
の
も

と
、
子
供
た
ち
の
手
本
と
な
る
よ

う
誠
実
で
ま
っ
と
う
な
姿
を
示
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。


